
仲間づくり・生きがい・交流 
ＳＮＳでの交流 
情報発信 
ボランティア活動 
地域活動への参加 等 

■

①ＩＣＴリテラシー育成の 
ためのモデルシステム 

ＩＣＴリテラシー育成 
プログラム受講 

シニア 
ボランティア 

サポーター 

②講師等の配置 

開発済み（24年度）システムの
活用と教材の拡充 

⇒  

 

  

 

※ 「学びの場」となる公民館、学校等の活用は文部科学省
の協力を得て確保 

学びの場 

学校 大学 

公民館、 
生涯学習センター 

③実証フィールドの拡充 
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■ 高齢者がICTを使ってコミュニケーションの活性化を図るため、ICTの使い方を学び、教え合うことができ
る場を確保（公民館・学校の空き教室等）するとともに、育成コンテンツの作成のほか、ICTサポーターの
配置、シニアボランティアによるICT講習の実施を通じてたICTリテラシー向上のための実証研究を行う。 

超高齢社会における課題

・ コミュニティ意識の希薄化

・高齢者の孤独・孤立化が
社会問題化 

・地域内のコミュニケーショ
ン活性化 

解決方策と問題点 

これら課題を解決するため、
コミュニケーションツールと
してのＩＣＴは有効 

多くの高齢者はＩＣＴを利活
用するためのリテラシーの
向上が必要 

実証研究の主な内容 

①リテラシー育成コンテ
ンツ等の作成・検証 

・ インターネットの普及、スマートフォン等の急速な拡大により、
不特定多数で個人情報の利用を前提としたクラウドサービスを
利活用する際のＩＣＴリテラシーを確保するための育成コンテン
ツを作成し、既存システムに追加。 

②講師等の配置 ・ 各地域毎にＩＣＴリテラシーの高いシニアボランティア等を配置
し、定期的に講習等を開催。 

 
・ 地域毎に協議会等を組成し、ＩＣＴリテラシー向上のための取
組を計画的・継続的に実施する体制を整備する。 

③実証フィールドの拡充 ・ 公民館等に加え、学校等の空き教室等の利用などによる学び
の場を拡充する。 

成功事例を全国へ展開し、高齢者のＩＣＴリテラシーの向上を実現



⇒
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○ ＩＣＴ超高齢社会構想会議において、地域のコミュニケーションの活性化を図るためには、ＩＣＴを単なる「情報

取得」のツールとしてとらえるのではなく、「情報発信・交流」のツールとして活用していくことが重要と指摘されて
おり、高齢者が積極的にＩＣＴを利活用できる環境を整備する必要がある。 

①メンタ
ル面 

• ＩＣＴに対する
漠たる不安感
や抵抗感等 

②利用
面 

•使い道が分
からない等 

③ユー
ザビリ
ティ面 

•端末の文字
が見えない等 

➃価格
面 

•利用料が高
い等 

 本事業は講師による講習会等を通じ、①、②の障壁を取り除き、高齢者が安心・安全にＩＣＴを活用し、
仲間づくりや交流を促進するための動機付けを主眼としているものである。また、本実証研究を通じ、
③、④の障壁についての検証にも資するものである。

 

 



ご清聴有り難うございました  




